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98 年 か ら99 年に かけてのＬＡＮ環境の

大 きな変化としては、100Mbps を 超 え

る伝送帯域を持った技術が一般化した

ことだ。

これまでは、lOOMbs の帯 域を提供す

るFastEthernet お よびＦＤＤＩを利用して

ユーザーメードを収容し、サーバー接

続 で はＡＴＭ （ＯＣ-３） や 複 数 の

FastEthernet イン ターフェイスを使う

ことが 一一般的であった。しかし、マ ル

チメディア情報の利用が拡大して交換

されるデータが 大規模 になり、 また、

複数の システムが協調しながら処理を

進める分散型情報処理が一般化してよ

り広帯域のＬＡＮ技術が求められるよう

になったこ とから、100Mbps を 超 える

ＬＡＮ技術の開発が積極的に行なわれて

きた。

この結果生み出された技術としては、

①Gigabit Ethernet　 ②GSN　 ③ クラ

スタ関連技術　 ④ＡＴＭの4 種類があげ

られる。

期待されるGigabit Ethernet

Gigabit Ethernetは、現在急速に普

及しつつあるlGbps のＬＡＮ技術で、標

準化が早かったため、商品も数多く市

場に投入されるようになった。特に

Gigabit EthernetとCut-Through 型 ス

イッチ技術を利用した高速なLayer 3

スイッチは現在の主力商品となってい

る。また、標準化が進んだことで、異

なるベンダー間での相互操作性につい

ても問題が減りっつあり、多くの組織

においてGigabit Ethernetの導入が積

極的に行なわれるようになっている。

現在の商品の多くはIEEE802.3z に基

づいたものが大部分であり、光ファイ

バーを伝送メディアとして用いている

が 、９９年 初 頭 に 標 準 化 さ れ た

IEEE802.3ab では、より対線を用いた

1000Basｅ-Ｔも採用されている。このた

め、より安価で取り扱いやすいGigabit

Ethernetが登場する可能性も高い。
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スパコン分野ではGSN

GSN  (Gigabyte System Network)

は6.4Gbps の帯域を提供するＬＡＮ技術

で、おもにⅢPPI を使っていたスーパー

コンピュータベンダーに支持されてい

る。ＧＳＮはもともとHIPPI-6400、また

はSuper- ⅢPPI とも呼ばれた技術で

HIPPIの影響を強く受けてきたが、現在

のＧＳＮはスーパーコンピュータなどの

高性能システム間を接続するネットワ

ークチャネルとして利Jljすることを前

提に作られている。現時点ではスーパ

ーコンピュータ市場に主力を置いてい

る限られたベンダーからシステムが提

供されているだけだが、今後はより多

くのベンダーから製品が提供されるだ

ろう。

メモリチャネル系の技術としては、

Myricom 社のMyrinetが広く使われてい

る。多数のパソコンを相互接続して1台

の計算機として機能させるクラスタ型

システム（あるいはBeowulf型システム

とも呼ぶ）では、Myrinetを用いたもの

が数多く開発されている。Myrinetの実

効帯域としては（ドライバにも依存す

るが）、1.2Gbps 程度を提供するように

なっている。また、ANSI における標準

化も進められており、より多くの製品

の提供が期待される。

導入コスト が安いATM

ＡＴＭに関しては、最近ではあ まり

ＬＡＮ技術として注目されることも少な

くなって きた。　しかしながら、導入コ

スト の低さ と拡 張性 を 考え た場 合、

ＡＴＭを用いたＬＡＮ環境の構築が検討に

値する方法であることに変わりはない。

さらに 従来のＯＣ-3か らOC-12 、OC-48

とい ったより広帯域なインターフェイ

スが、ＡＴＭ スイッチを中心に利用可能

になっている。 また、コンピュータ側

に搭載されるＮＩＣについても、OC-12 に

対応した製品が市場に投 人されつつあ

る。このようなことから、すでにATM

環境を持つ組織では、既存の環境を拡

張・増強し、一部OC-12 を用いたATM

ＬＡＮ環境を構築する動きも広がってい

る。

無線ＬＡＮの導入始まる

ＬＡＮ環境のもうひとつの大きな変化

は、無線ＬＡＮ技術の広がりである。従

来、無線ＬＡＮについては開発各社の独

自方式によるところが多かった。　しか

し、1997年、無線ＬＡＮの国際標準であ

るIEEE802.il が決定されたことから、

多くのベンダーから製品が発表され、

マルチベンダー環境でのＬＡＮ構築が可

能になった。また多くの企業が製品を

大量に市場に投入したことから、急激

に低価格化か進んだ。こ れに より

IEEE802.il に基づいた無線ＬＡＮの導入

が多くの組織で行なわれるようになっ

ている。

ＡＶ機器がつながるIEEE  1394

ＬＡＮ関連の新しい技術開発動向とし

ては、IEEE1394 技術のＬＡＮ利用が

IETF(Internet　Engineering　Task

Force)などで積極的に議論されている。

IEEE1394 はもともとＡＶ機器の相互操

作とデータ交換を目的に開発された高

速シリアルバス技術であるが、最大

400Mbps の帯域を簡便なハードウェア

で提供することから、ＬＡＮとしての利

用も期待されている。現時点ではいく

つかの研究グループから試作品が提供

されている段階であり、標準化にまだ

まだ時間がかかると予想されている。

しかしながら、情報処理システムでマ

ルチメディアデータを取り扱う機会は

増え続けており、ＡＶ機器との柎吐のい

いIEEE1394 技術について今後の進展が

期待されている。

(山口英　奈良先端科学技術大学院

大学助教授)
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